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A-Policy

と
し
て
昨
年
立
ち
上
げ
た
「
高
密
植
わ
い

化
栽
培
研
究
会
」
に
よ
る
栽
培
技
術
の
知

識
習
得
や
現
地
視
察
で
の
栽
培
技
術
の
確

認
・
検
証
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栽
培
面
積
の
拡
充
に
向
け
て
フ
ェ

ザ
ー
苗
の
生
産
に
も
力
を
い
れ
て
お
り
、

苗
木
の
生
産
・
供
給
を
Ｊ
Ａ
出
資
法
人
に

委
託
し
、
29
年
度
は
３
万
本
、
今
年
度
は

５
万
本
の
生
産
供
給
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
水
田
転
作
地
と
し
て
野
菜
な
ど

の
作
付
け
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
生
産

安
定
に
向
け
排
水
対
策
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
対
策
と
し
て
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
が
有
効

な
手
法
で
す
が
、
多
く
の
経
費
と
労
力
が

掛
か
る
た
め
、
施
工
が
進
ま
な
い
実
態
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
簡
易
な
暗
渠
排
水

対
策
と
し
て「
穿
孔
暗
渠
施
工
方
式（
カ
ッ

ト
ド
レ
ー
ン
）」
に
よ
る
手
法
と
、
機
械

の
購
入
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
当
会
の
農

業
機
械
レ
ン
タ
ル
事
業
を
活
用
し
た
排
水

対
策
の
実
演
を
行
い
な
が
ら
、
啓
発
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
や

玉
ね
ぎ
の
機
械
化
一
貫
栽
培
体
系
の
実
証

試
験
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
機
械
収
穫
試

験
を
、
県
内
の
大
規
模
生
産
法
人
な
ど
と

実
地
利
用
を
し
な
が
ら
本
県
に
合
う
機
械

の
導
入
に
向
け
た
検
討
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｊ
Ａ

長
野
中
央
会
、
Ｊ
Ａ
長
野
信
連
、
全
農
長

野
県
本
部
の
共
通
機
構
と
し
て
平
成
19
年

に
発
足
し
、
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
営
農
企
画
、
農
業
振
興
、
担
い
手
支

援
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
生
産
者
の
農

業
生
産
を
栽
培
技
術
や
経
営
面
か
ら
Ｊ
Ａ

と
共
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
簿
記
シ
ス
テ
ム
、
農
薬
判

定
シ
ス
テ
ム
（
安
全
安
心
シ
ス
テ
ム
）、

担
い
手
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面

か
ら
の
支
援
、
Ｊ
Ａ
営
農
技
術
員
の
募
集

お
よ
び
研
修
会
の
開
催
、
Ｊ
Ａ
を
超
え
た

営
農
指
導
員
の
研
修
・
技
術
交
流
に
よ
る

情
報
交
換
と
技
術
力
向
上
を
図
る
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
営
農
技
術
員
・
指
導
員
の
研
修
会

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
営
農
企
画
グ
ル
ー

プ
内
に
「
営
農
技
術
員
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
農
業
経
営
基
礎
研
修

な
ど
の
他
の
研
修
の
事
務
局
機
能
を
集
約

し
、
研
修
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

新
任
営
農
技
術
員
を
対
象
と
し
た
「
営

農
指
導
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
」
で
は
、

年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
の
べ
79
日

間
に
亘
り
座
学
16
講
座
と
県
試
験
場
や
農

家
で
の
実
習
を
受
け
て
農
業
の
基
礎
を
習

得
す
る
と
共
に
、
毒
劇
物
取
扱
者
試
験
や

農
業
簿
記
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
資
格

取
得
を
目
指
し
ま
す
。
昨
年
ま
で
の
２
年

間
で
23
名
が
修
了
し
、
今
年
は
県
内
Ｊ
Ａ

か
ら
10
名
の
営
農
技
術
員
が
来
年
１
月
の

終
了
を
目
指
し
て
受
講
中
で
す
。

　

生
産
現
場
で
働
い
て
い
る
営
農
技
術
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
研
修
で
は
、
今
年
度
は
、
農
家
経

営
を
分
析
で
き
る
技
術
員
の
養
成
に
向
け

て
「
経
営
管
理
講
習
」
を
複
数
回
実
施
す

る
予
定
で
す
。

■
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
推
進

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
、
グ
ル
ー

プ
を
挙
げ
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
を
導
入
し
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
供
給
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
業
生
産
に
お
け
る
リ
ス
ク

意
識
の
啓
発
の
た
め
、
生
産
者
の
自
己
点

検
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
内
に
よ
る
点
検
を
実

施
し
、
全
体
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
て
き

ま
し
た
。
更
に
今
年
度
は
、
農
林
水
産
省

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
共
通
基
礎
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
完

全
準
拠
し
た
新
「
長
野
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
」、

新
「
長
野
県
適
正
農
業
規
範
」
等
を
作
成

し
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
所
得
向
上
に
向
け
た
新
技
術
・

　

生
産
体
系
の
開
発
・
普
及
の
取
組
み

　
「
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培
」「
キ
ャ

ベ
ツ
の
機
械
化
一
貫
栽
培
体
系
の
実
証
試

験
」「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
力
向
上
対

策
」「
業
務
用
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
指
導
」

等
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培
に
つ
い
て

は
、
県
関
係
機
関
、
Ｊ
Ａ
（
上
伊
那
、
み

な
み
信
州
、
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
あ
づ
み
、

な
が
の
）、当
セ
ン
タ
ー
を
構
成
メ
ン
バ
ー

営農指導スタートアップ研修　オリエンテーションの様子

「カットドレーンmini」の実演

魅
力
溢
れ
る
持
続
可
能
な
長
野
県
農
業
を
目
指
し
て

Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
の
役
割
り

JA長野県
営農センター

▲カットドレーンの断面 ▲穿孔暗渠機「カットドレーン」

縦溝には切断
跡や亀裂があ
り、透水性が高
く、水が集まる

通水空洞の上
部は撹乱がなく、
空洞の耐久性
が確保される

重点事業方針
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A-Policy

平
成
30
年
度
の
重
点
推
進
事
項　

⑴
30
年
産
米
集
荷
推
進

① 

長
野
県
本
部
米
穀
事
業
基
盤
強
化
対
策

を
有
効
活
用
し
、
Ｊ
Ａ
別
集
荷
目
標
に

向
け
て
集
荷
数
量
の
積
み
上
げ
を
推
進

し
ま
す
。

② 

30
年
産
米
の
系
統
集
荷
促
進
に
な
る
よ

う
概
算
金
を
設
定
し
ま
す
。

⑵
30
年
産
米
販
売
推
進

① 

長
野
米
販
売
計
画
（
７
８
，
３
０
０
ト

ン
）
に
基
づ
く
生
産
誘
導
お
よ
び
販
売

を
進
め
ま
す
。

② 

30
年
産
米
か
ら
の
県
本
部
買
取
米
販
売

の
実
施
に
よ
る
、
共
同
計
算
と
の
比
較

検
証
を
行
い
ま
す
。

③ 

卸
売
会
社
・
実
需
者
と
の
連
携
の
も
と
、

事
前
契
約
の
積
み
上
げ
と
複
数
年
契
約

（
３
０
，
０
０
０
ト
ン
）
の
拡
大
を
進

め
ま
す
。

④ 

卸
売
会
社
・
実
需
者
と
の
連
携
強
化
に

よ
る
新
米
販
売
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

３
月
末
販
売
進
度
50
％
を
目
標
に
早
期

販
売
を
進
め
、
販
売
経
費
の
削
減
に
努

め
ま
す
。

⑤ 

５
年
目
と
な
る
「
風
さ
や
か
」
に
つ
い

て
は
販
売
推
進
を
図
り
、
酒
造
好
適
米

に
つ
い
て
は
計
画
生
産
を
進
め
、
日
本

酒
需
要
拡
大
を
目
的
と
し
た
拡
販
を
図

り
ま
す
。

⑥ 

県
内
を
中
心
に
各
種
メ
デ
ィ
ア
活
用
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
積
極
的
に
展
開
し
、

「
長
野
米
」
の
消
費
宣
伝
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑦ 

重
点
卸
売
会
社
と
連
携
し
長
野
米
の
輸

出
に
つ
い
て
拡
大
し
ま
す
（
年
度
目
標

３
０
０
ト
ン
）。

⑶
長
野
米
の
生
産
性
向
上
・
品
質
向
上
・

　

安
全
安
心
へ
の
取
り
組
み

① 

関
係
機
関
と
連
携
し
多
収
栽
培
試
験
を

実
施
し
、
業
務
用
適
性
米
生
産
の
検
証

を
行
い
ま
す
。

② 

米
穀
集
荷
保
管
施
設
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制

度
化
導
入
に
向
け
、
環
境
美
化
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

③ 

全
農
長
野
農
産
物
検
査
室
で
の
品
質
調

査
を
実
施
し
、
調
査
結
果
を
有
効
活
用

し
品
質
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

④ 

残
留
農
薬
・
ヒ
素
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
化

学
分
析
検
査
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
等
を
行
い
、

安
全
・
安
心
の
検
証
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

⑷
農
産
物
検
査
業
務

① 

基
礎
講
習
・
鑑
定
練
習
・
技
能
確
認
会

の
開
催
を
通
じ
、
農
産
物
検
査
員
の
技

術
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

② 

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
検
査
協
議
会
検
査

指
導
者
部
会
員
が
中
心
と
な
り
、
Ｊ
Ａ

検
査
員
へ
の
検
査
技
術
の
指
導
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

③ 

長
野
県
本
部
米
穀
事
業
基
盤
強
化
対
策

を
活
用
し
、
農
産
物
検
査
員
の
育
成
と

支
援
を
行
い
ま
す
。

⑸
麦
・
大
豆
・
そ
ば
・
農
産
物
種
子

① 

小
麦
は
「
シ
ラ
ネ
コ
ム
ギ
」「
ゆ
め
き

ら
り
」
の
代
替
品
種
は
慎
重
に
検
討
を

進
め
、
大
麦
は
「
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
イ

バ
ー
」「
シ
ュ
ン
ラ
イ
」
の
需
要
に
応

じ
た
品
種
誘
導
を
進
め
ま
す
。

② 

大
豆
は
「
ナ
カ
セ
ン
ナ
リ
」
を
主
体
と

し
た
銘
柄
検
討
お
よ
び
品
質
向
上
対
策

を
進
め
、
そ
ば
は
県
内
の
安
定
取
引
先

へ
の
個
別
推
進
を
図
り
ま
す
。

③ 

主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
に
伴
い
、
原

種
セ
ン
タ
ー
・
県
と
連
携
し
優
良
種
子

供
給
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

平
成
30
年
度 

米
穀
課
事
業
方
針

米穀課
■
農
業
法
人
と
の
関
わ
り

　

担
い
手
支
援
グ
ル
ー
プ
が
事
務
局
の

「
長
野
県
農
業
法
人
協
会
」
は
、
県
内
の

農
業
法
人
組
織
が
自
主
的
に
連
携
し
、
農

業
法
人
の
経
営
確
立
と
健
全
な
発
展
お
よ

び
地
域
農
業
・
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
農
畜
産
物
を
生
産

す
る
県
内
の
81
法
人
が
組
織
す
る
団
体
で

す
。
協
会
事
業
は
、
情
報
の
収
集
・
提
供
、

一
般
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
、
経
営
改
善

に
関
す
る
研
修
・
相
談
、
地
域
農
業
進
行

に
関
す
る
要
望
・
提
言
お
よ
び
日
本
農
業

法
人
協
会
活
動
と
の
連
携
で
す
。

■
新
た
な
事
業
展
開
へ
の
取
組
み

　

中
央
会
の
組
織
再
編
に
よ
り
、
今
年
度

よ
り
直
売
所
運
営
・
６
次
産
業
事
業
化
支

援
が
当
セ
ン
タ
ー
の
所
管
業
務
と
な
り
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
は
、
農
業
所

得
増
大
や
社
会
地
域
貢
献
を
目
指
し
、
地

域
住
民
へ
の
地
元
畜
産
物
の
魅
力
の
発
信

拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
よ
り
「
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
直
売
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
し
、
共
同
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
Ｊ
Ａ
長
野
県
直
売
所
の
認

知
度
向
上
を
図
る
と
共
に
、
直
売
所
員
の

育
成
、
課
題
別
研
修
会
の
開
催
、
県
内
優

良
店
舗
の
相
互
視
察
、
意
見
交
換
等
に
よ

り
、
各
直
売
所
の
課
題
改
善
と
直
売
所
全

体
の
運
営
高
度
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
６
次
産
業
化
支
援
で
は
Ｊ
Ａ
農
産

加
工
品
の
安
全
・
安
心
対
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
Ｊ
Ａ
製
造
品
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
生

産
者
組
織
商
品
や
直
売
所
出
荷
商
品
へ
の

表
示
適
正
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も

幅
広
い
事
業
を
通
じ
て
、「
魅
力
あ
ふ
れ

る
持
続
可
能
な
長
野
県
農
業
」
を
目
指
し
、

農
業
生
産
現
場
、
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
窓
口
と

の
接
点
に
も
直
接
出
向
き
、
Ｊ
Ａ
と
共
に

取
組
み
を
進
め
ま
す
。

Ａ・コープファーマーズうえだ店 農産物直売所「マルシェ国分」で行った鍋の試食会JR長野駅構内の長野米看板

松川インター直売所「もなりん」

法人協会総会で挨拶をする嶋﨑会長
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全
農
長
野
県
本
部
米
穀
課
は
５
月
26
日
㈯
、
小
諸

市
・
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
・
東
洋
ラ
イ
ス
㈱
と
連
携
し
、

東
都
生
協
（
本
部
／
東
京
・
世
田
谷
区
）
の
組
合
員

の
皆
様
31
名
を
迎
え
、
小
諸
市
の
交
流
田
で
「
田
植

え
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
都
生
協
の
商
品
「
金
芽
米
長
野
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

「
金
芽
米
長
野
あ
き
た
こ
ま
ち
」
は
、
原
料
に
長
野

県
産
米
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
Ｊ
Ａ
佐
久
浅

間
小
諸
地
域
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
金
芽
米
加
工
に
適

し
た
玄
米
水
分
値
を
維
持
す
る
た
め
に
、
集
荷
か
ら

出
荷
ま
で
適
正
に
管
理
さ
れ
、
東
洋
ラ
イ
ス
㈱
で
金

芽
米
に
加
工
さ
れ
て
東
都
生
協
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
企
画
は
東
都
生
協
の
「
金
芽
米
の
産
地
で
交
流

会
を
開
催
し
た
い
」
と
い
う
趣
旨
の
下
、
毎
年
約
30

名
が
参
加
し
田
植
え
と
生
産
者
と
の
交
流
を
楽
し
む

機
会
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

田
植
え
作
業
は
６
〜
７
名
の
グ
ル
ー
プ
に
生
産
者

が
１
名
付
き
、
植
え
る
深
さ
や
間
隔
を
指
導
し
ま
し

た
。
多
く
の
参
加
者
が
裸
足
で
水
田
に
入
り
、
水
の

冷
た
さ
や
泥
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
作
業
に
没

頭
し
、
お
よ
そ
２
畝
の
水
田
は
１
時
間
ほ
ど
で
苗
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
使

わ
せ
た
金
芽
米
お
に
ぎ
り
と
長
野
県
産
き
の
こ
を

使
っ
た
き
の
こ
汁
を
提
供
し
ま
し
た
。
田
植
え
交
流

の
締
め
く
く
り
に
は
、
小
諸
市
役
所
経
済
部
農
林
課

農
業
ブ
ラ
ン
ド
振
興
係
の
佐
藤
工
係
長
が
「
小
諸
市

は
お
米
だ
け
で
な
く
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
や
白
土
馬

鈴
薯
な
ど
の
農
産
物
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
収
穫
の
時

期
に
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
。
稲
刈
り
交
流
会
で
再
会

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
言
葉
を

添
え
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
田
で
は
、
６
月
末
に
「
生
き
物
調
査
」、

10
月
に
「
稲
刈
り
交
流
会
」
が
予
定
さ
れ
、
産
地
と

消
費
地
と
の
交
流
が
、
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。

米
穀
課

　

全
農
長
野
県
本
部
酪
農
課
は
６
月
３
日
㈰
、
６
月
の
牛
乳
月
間
に

あ
わ
せ
、
松
本
山
雅
F
C
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
牛
乳
の
P
R
イ
ベ
ン
ト

を
開
き
、「
松
本
山
雅
牛
乳
」
の
試
飲
と
、搾
乳
体
験
器
を
使
っ
た
「
乳

搾
り
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
販
売
し
て
い
る
松
本
山
雅
牛
乳
は
「
濃
く
て
お

い
し
い
」「
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
」
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
浸
透
し
て

お
り
、
用
意
し
た
１
，
５
０
０
杯
は
１
時
間
半
で
終
了
し
ま
し
た
。

乳
搾
り
体
験
は
子
ど
も
に
人
気
で
３
０
０
人
が
体
験
し
、
ミ
ル
ク

ノ
ー
ト
や
ミ
ル
メ
ー
ク
な
ど
の
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

牛
乳
は
「
熱
中
症
」
を
防
い
で
く
れ
る
強
い
見
方
で
す
。
暑
い
夏

を
牛
乳
で
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
！

「
6
月
は
牛
乳
月
間
」

松
本
山
雅
F
C
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
で
P
R
イ
ベ
ン
ト

酪
農
課

　

全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
は
５
月
31

日
㈭
、
長
野
市
内
で
青
果
物
・
花
き
取
引
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
２
社
を
含
む
青

果
・
花
き
の
主
要
卸
売
会
社
23
社
の
代
表
、

長
野
県
か
ら
阿
部
守
一
知
事
、
山
本
智
章
農

政
部
長
ほ
か
農
政
部
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
側
か
ら

は
全
農
長
野
県
本
部
の
雨
宮
勇
運
営
委
員
会

会
長
、
豊
田
実
同
副
会
長
、
小
林
哲
男
県
本

部
長
、
県
内
Ｊ
Ａ
組
合
長
・
理
事
長
な
ど
、

総
勢
86
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
長
野
県
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販

売
強
化
に
よ
る
農
家
手
取
り
の
安
定
化
を
進

め
る
た
め
、
卸
売
会
社
と
の
強
い
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
、
多
様
化
す
る
需
要

へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

出
荷
が
本
格
化
す
る
こ
の
時
期
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

雨
宮
会
長
は
主
催
者
挨
拶
の
中
で
「
Ｊ
Ａ

全
農
長
野
は
本
年
度
の
売
り
上
げ
目
標
を
１
，

５
９
８
億
円
に
設
定
し
ま
し
た
。
安
全
安
心

な
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
、
そ
れ
に
向
け

た
生
産
基
盤
の
強
化
を
進
め
、
卸
売
会
社
、

実
需
者
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て

計
画
達
成
に
向
け
進
み
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
阿
部
知
事
は
来
賓
挨
拶
で
「
こ
れ
か
ら

の
農
業
農
村
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
稼
げ

る
農
業
、
や
り
が
い
の
あ
る
農
業
で
、
消
費

者
と
対
話
し
喜
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
消
費
者
側
に
産
地
の

商
品
、
取
組
み
、
思
い
な
ど
が
し
っ
か
り
届

か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
卸
売
会
社
の
協
力
が

無
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
参
加
し
た
卸
売
会

社
へ
本
県
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ
の
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　

県
農
政
部
の
山
本
部
長
か
ら
は
、
消
費
者

や
流
通
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
た
農
畜
産

物
生
産
の
観
点
か
ら
県
農
政
の
展
開
方
向
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
今
年
度
の
取
り
扱
い

計
画
や
生
産
販
売
の
重
点
方
針
、
生
産
者
の

農
業
所
得
増
大
に
向
け
、
生
産
基
盤
、
集
出

荷
体
制
、
販
売
力
（
営
業
力
）
を
強
化
し
、

県
産
農
産
物
の
売
り
場
拡
大
、
信
州
ブ
ラ
ン

ド
の
信
頼
強
化
を
図
る
こ
と
な
ど
の
方
針
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

卸
売
会
社
か
ら
の
提
言
で
は
、
東
京
青
果

㈱
の
川
田
一
光
社
長
よ
り
「
流
通
の
変
化
に

伴
う
産
地
対
応
に
つ
い
て
、
野
菜
の
消
費
の

半
分
を
占
め
る
加
工
品
に
つ
い
て
、
現
状
輸

入
品
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
部
分
へ
、
契
約

的
取
引
の
意
識
が
高
い
長
野
県
が
入
っ
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
連
合
青
果
㈱
の
堀
雄
一
社
長
は

「
長
野
県
に
は
期
待
さ
れ
る
ト
ッ
プ
産
地
と

し
て
輝
き
続
け
て
ほ
し
い
」
と
し
、「
存
続

と
長
期
安
定
、
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
が
必

要
で
あ
り
、
お
客
様
を
見
て
、
お
客
様
と
話

し
需
要
を
創
出
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必

要
。
そ
し
て
長
野
県
と
し
て
将
来
ど
う
い
う

産
地
を
目
指
す
の
か
が
重
要
」
と
提
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

㈱
な
に
わ
花
い
ち
ば
の
大
西
進
会
長
は

「
市
場
と
し
て
産
地
を
ど
う
育
て
る
か
を
常

に
考
え
て
い
る
。
お
客
様
が
欲
し
が
っ
て
い

る
も
の
を
ど
う
伝
え
る
か
を
考
え
、
産
地
へ

提
案
し
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
長
野

県
で
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
量
販
向
け
コ
ギ

ク
が
良
い
例
で
あ
り
、
こ
れ
を
武
器
に
他
の

品
目
の
売
り
込
み
も
で
き
る
た
め
、
更
な
る

生
産
振
興
を
望
む
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
議
に
先
立
ち
本
年
度
の
取
引
が

成
功
す
る
よ
う
、
善
光
寺
大
本
願
に
て
商
売

繁
盛
を
関
係
者
で
祈
願
し
ま
し
た
。

県
産
ブ
ラ
ン
ド
販
売
強
化
へ

主
要
取
引
会
社
と
情
報
交
換

平
成
30
年
度 
長
野
県
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議

小
諸
市
で
東
都
生
協
田
植
え
交
流
会
開
催

〜
小
諸
市
・
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
・
東
洋
ラ
イ
ス
㈱
・
全
農
長
野
県
本
部
が
連
携
し
た
取
り
組
み
と
し
て
定
着
〜

ミルク　熱中症

牛乳と熱中症予防に
ついての詳細は

主催者挨拶をする雨宮会長
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S
S
協
同
経
営
課

　

７
月
に
「
南
長
野
公
園
前
セ
ル
フ
店
」

に
新
型
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
洗
車
機
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

　

導
入
機
は
、
国
内
で
２
番
目
、
長
野
県

で
は
初
の
洗
車
機
で
す
。
特
徴
は
車
形
認

識
シ
ス
テ
ム（
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
）を
搭
載
し
、

認
識
し
た
車
形
デ
ー
タ
を
基
に
き
め
細
か

く
ブ
ラ
シ
を
届
か
せ
、
洗
い
残
し
を
克
服

す
る
最
新
鋭
機
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
仕

上
が
り
で
組
合
員
様
（
お
客
様
）
満
足
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
は

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
仕
様
を
継
続
し
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
長
野
市
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

４
月
に
は
「
快
洗
Ｊ
ｒ
．
２
０
０
」（
強

力
無
比
な
高
圧
洗
浄
機
能
搭
載
で
頑
固
に

つ
い
た
汚
れ
や
雪
を
落
と
す
）
も
導
入
済

み
で
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
手
洗
い

洗
車
も
台
数
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
お
り

ま
す
。

　

８
月
か
ら
は
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
手
洗

い
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
と
最
新
洗
車
を
全

て
兼
ね
備
え
た
店
舗
が
誕
生
し
ま
す
。

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
ホ
イ
ー

ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
艶
パ
ッ
ク
な
ど
の
オ

プ
シ
ョ
ン
も
多
数
あ
り
、ス
タ
ッ
フ
の「
組

合
員
様（
お
客
様
）に
綺
麗
な
お
車
に
乗
っ

て
い
た
だ
く
」
と
の
思
い
や
、
洗
車
へ
の

こ
だ
わ
り
は
県
内
一
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
の
改
装
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
も
順
次
行
い
、
国
道
18
号
線
沿
い

の
激
戦
区
で
、
組
合
員
様
（
お
客
様
）
に

選
ば
れ
、
勝
ち
続
け
る
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

準
備
が
整
い
し
だ
い
、
大
イ
ベ
ン
ト
を

開
き
ま
す
の
で
、
是
非
足
を
お
運
び
下
さ

い
。

　

Ｊ
Ｘ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
㈱
が
企
画
し
た

「
Y
e
s
！
あ
ん
し
ん
カ
ー
メ
ン
テ
２
０
１
７

年
間
セ
ル
ア
ウ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
Ｊ
Ａ

み
な
み
信
州
全
11
店
舗
の
タ
イ
ヤ
年
間
販
売

合
計
本
数
が
１
１
，
８
１
９
本
と
い
う
驚
異

の
本
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
別
（
燃

料
油
販
売
数
量
別
）
で
は
、
１
，
４
１
７
店

舗
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
Ｃ
ク
ラ
ス
で
、
カ
リ

ス
た
か
ぎ
店
が
全
国
堂
々
１
位
の
２
，

２
８
４
本
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
桐
林
店
が
９

位
、
ま
つ
か
わ
店
が
13
位
、
カ
ー
ポ
ー
ト
あ

ち
店
が
17
位
。１
，０
３
８
店
が
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
Ｄ
ク
ラ
ス
で
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
座

光
寺
店
が
９
位
と
、
多
く
の
Ｓ
Ｓ
が
上
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
の
皆
様
や
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
以
下
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
が
高
い
目
標
を

掲
げ
、
年
間
を
通
し
て
販
売
意
識
を
高
め
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
成
果
の
現
れ
で

す
。
ま
た
、
店
頭
で
組
合
員
様
（
お
客
様
）

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り

の
頑
張
り
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
タ
イ
ヤ
の
こ
と
な
ら
任
せ
て
く
だ
さ

い
！
」「
私
は
タ
イ
ヤ
の
プ
ロ
で
す
！
」
自

信
を
持
っ
て
、
組
合
員
様
（
お
客
様
）
と
会

話
を
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
姿
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。

　

命
を
守
る
重
要
な
ア
イ
テ
ム
は
、〝
タ
イ

ヤ
〞
で
す
。

　

タ
イ
ヤ
を
熟
知
し
た
プ
ロ
が
在
席
す
る
の

が
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
で
す
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
の
誇
り
で
す
。

J
A
み
な
み
信
州
S
S

29
年
度
タ
イ
ヤ
販
売
本
数
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

協
同
経
営
Ｓ
Ｓ

南
長
野
公
園
前
セ
ル
フ
店

洗
車
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
こ
だ
わ
り

生
産
販
売
企
画
課（
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
） 

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
（
事
務
局
／

全
農
長
野
県
本
部
）
は
６
月
８
日
㈮
、
通
常
総
会

を
開
き
、
30
年
度
の
事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
の
地

産
地
消
事
業
「
信
鮮
！
信
旬
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

県
の
地
産
地
消
事
業
「
お
い
し
い
信
州
ふ
ー
ど
」

と
連
携
す
る
と
共
に
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
や
Ｊ
Ａ

長
野
県
信
連
が
主
催
す
る
県
連
イ
ベ
ン
ト
企
画
へ

の
協
力
な
ど
、
新
た
な
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
小
澤
卓
夫
会
長
（
全
農
長
野
県
本

部
生
産
販
売
部
長
）
は
開
会
に
先
立
ち
、「
ネ
ッ

ト
通
販
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
伸
張
、
店
舗
売
上

の
上
位
３
社
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
占
め
、

買
い
方
・
売
り
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
農
産

物
を
ど
こ
で
ど
う
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
、
ア
イ
デ
ア
を

絞
る
こ
と
が
必
要
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

30
年
度
は
、
食
育
・
地
産
地
消
活
動
と
し
て
大

学
生
協
で
の
「
食
育
ラ
ン
チ
」
や
幼
稚
園
で
の
「
食

育
」、
ま
た
「
農
林
水
産
祭
・
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」「
ふ
る
さ
と
の
食
に
っ
ぽ
ん
の
食
」
へ
の

イ
ベ
ン
ト
出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
は
、
６
月
２
日
㈯
に
長
野

市
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
国
際
親
善
試
合
（
イ
タ
リ
ア
選
抜

Ｖ
Ｓ
ヤ
マ
ハ
発
動
機
ジ
ュ
ビ
ロ
）
に
県
産
農
産
物
を
提
供
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
の
歓
迎
の
花
束
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク
と
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
、
試
合
後
に
各
チ
ー
ム
か
ら
一
人
が
選
ば
れ
た
最
優
秀
選
手

賞
の
副
賞
と
し
て
、
長
野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
「
風
さ
や
か
」
と

サ
ク
ラ
ン
ボ
、
イ
タ
リ
ア
選
手
に
は
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
と
プ

ル
ー
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
日
本
選
手
に
は
レ
タ
ス
と
ぶ
な
し
め
じ
が
、

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
箱
山
愛
香
さ
ん
（
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
元
日

本
代
表
）
か
ら

手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
長
野
県

農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会

通
常
総
会

ラ
グ
ビ
ー

国
際
親
善
試
合
で

県
産
農
産
物
を
提
供

全国一位のカリスたかぎＳＳスタッフ

箱山さんから花束を受け取ったレオナルド・ギラルディーニ選手（左）と
堀江恭佑選手（右）

【Cクラス順位】 単位／本
SS名 実績

カリスたかぎ 2,284 
グリーンパーク桐林 1,753 
まつかわ 1,644 
カーポートあち 1,497 
市田 1,292 
アイロードあなん 1,170 

【Dクラス順位】
グリーンパーク座光寺 1,368 
伊賀良 720 
鹿塩 20 
上久堅 0 
平谷 71 

７月より、ＳＢＣラジオの時報で、
御嶽海関が旬の農畜産物と共に
午後５時をお知らせします。放送
は毎週月曜日（初回７月２日）。
お聴き逃しなく！

御嶽海関が
午後５時を
お知らせ

【店舗情報】
〒381-2221 長野市川中島町御厨2237-1
TEL.026-293-4831
営業時間／7：00～23：00　定休日／なし 
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大
阪
北
部
で
６
月
18
日
朝
、

震
度
6
の
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
本
県
で
も
５
月
に
栄
村
で

震
度
5
が
あ
り
、
最
近
で
は
千

葉
・
群
馬
・
北
海
道
で
も
震
度

4
以
上
が
起
き
て
い
ま
す
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
可
能
性
は
以

前
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、

大
地
震
も
想
定
し
て
お
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
「
家
庭
で

普
段
か
ら
出
来
る
・
し
て
お
き

た
い
心
掛
け
」
も
い
ろ
い
ろ
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
内
で
は
、

特
に
家
具
・
本
棚
の
固
定
は
必

要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
し
、
非

常
食
に
加
え
て
簡
易
ガ
ス
コ
ン

ロ
も
必
要
と
。
野
外
で
は
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
に
は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
と
あ
り
ま
し
た
（
が
中
々

む
ず
か
し
い
）。

　

で
き
る
備
え
や
危
険
な
場
所

の
確
認
な
ど
は
、
出
来
る
だ
け

し
て
お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

 

（
Ｋ
）

7月の動き▶
総務広報課 7/29㈰ 松本山雅FCホームゲームイベント

アルウィン（松本市）

生産販売部

7/11㈬～
12㈭

「旅館大学セミナー」協賛
（夕食バイキングに食材を提供し、県産
青果物をPR）
ホテル翔峰（松本市）

7/28㈯～
8/5㈰

「信州旬菜フェア」協賛
（県産野菜・きのこ・果実の朝食バイキ
ング）
ホテル翔峰（松本市）

野菜花き課 実施中～
8/9㈭

信州春野菜でらくらくレシピ
キャンペーン

農業機械課 7/20㈮
～21㈯

JA農機＆資材フェスタ2018
エムウェーブ（長野市）

南信事業所
生産販売課

7/27㈮
～28㈯

2018なんしんフラワーフェア
ＪＡみなみ信州本所
「みなみちゃんホール」（飯田市）

ＭＩＤＯＲＩ長野3階
「長野県長寿食堂」野菜ビュッフェ提供スケジュール（生産販売部）
長野県の健康食を一汁三菜の定食で食べられる食堂。野菜ビュッフェ
に県産農産物を提供しています。

7/14㈯～16（月・祝） ズッキーニ、セルリー

7/27㈮～29㈰ スイカ

※都合により実施日・品目が変更になる場合があります。

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 2,900 106 108 

果 実 330 124 106 

野 菜 花 き 4,237 94 109 

野菜種苗センター 62 109 105 

き の こ 2,098 81 85 

営 業 979 89 101 

生 産 販 売 部 計 10,606 94 102 

包 装 資 材 855 99 96 

生 産 資 材 3,200 116 106 

農 業 機 械 1,482 121 96 

施 設 住 宅 623 140 48 

生 産 購 買 部 計 6,160 117 91 

畜 産 2,183 107 90 

三 岳 牧 場 54 110 90 

SPF繁殖センター 53 108 128 

酪 農 2,755 109 98 

八 ヶ 岳 牧 場 41 79 85 

畜 産 酪 農 部 計 5,085 108 95 

燃料・ホームエネルギー 4,111 119 106 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,987 115 106 

生 活 2,096 98 92 

生 活 部 計 8,194 112 102 

長 野 県 本 部 計 30,045 105 98 

平成30年度5月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

（内部販売高含む）7月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

7/3㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳セミナーの様子

7/5㈭ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 プラム（ＪＡながの・みゆきブロック）

7/10㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳セミナーの様子

7/12㈭ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 ブルーベリー（ＪＡ上伊那）

7/17㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 乳和食レシピ紹介

7/19㈭ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 ズッキーニ（ＪＡながの・みゆきブロック）

7/24㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ

7/26㈭ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 スイカ（ＪＡ松本ハイランド）

7/31㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 料理コンクール実演審査・表彰の様子

7月20日（金）～21日（土）の2日間、
長野市エムウェーブで
「ＪＡ農機＆資材フェスタ2018」を開催します。
農機メーカー、生産資材メーカーなど
50社以上のご協力をいただき、
農業機械の展示はもちろん、
肥料、農薬、農業資材まで最新情報をお届けします。

＜注目ポイント＞
・ 普段は見ることが出来ない大型農機から中小型
農機まで、会場いっぱいに勢揃い
・ ＪＡグループで取り組んでいる「機能を厳選した
60PSクラスの共同購入トラクター」の製品説明
・生産資材コーナーも充実
皆様のご来場をお待ちしています！！

○日　時  平成30年7月20日（金）AM9:00～PM4:00
  7月21日（土）AM9:00～PM3:00
○会　場 長野市オリンピック記念アリーナ エムウェーブ
（長野市大字北長池195）
○主　催 長野県農協生産資材事業推進協議会
○イベントステージ（両日正午開始）
 1日目／パラレルドリーム　2日目／信州プロレス
○入場料 無料

【生産販売部　野菜花き課　関
せき
 翔
しょう
之
の
輔
すけ
】

はじめまして。野菜花き課の関翔之輔と申します。
出身は長野市で、特技は中国語です。大学時代
に中国に留学した際、日本農産物の品質の高さ
と美味しさを実感し、より多くの方にその素晴
らしさを発信したいと考え、本会に入会しました。
たくさんの経験を積んで、一日でも早く一人前
の職員となれるよう頑張りたいと思います。よ
ろしくお願い致します。

信州野菜をもりもり食べて、夏を乗りきります！LPガス猛勉強中です！

【生活部　燃料・ホームエネルギー課　瀬
せ
下
じも
 和
かず
輝
き
】

はじめまして。燃料・ホームエネルギー課の瀬下
和輝と申します。出身は千曲市です。LPガスの
保安業務を担当させていただいております。慣れ
ないLPガスに携わる業務ということで、毎日が勉
強の日々ですが、一日でも早く一人前の職員に
なれるように切磋琢磨して努力したいと思ってい
ます。よろしくお願いします。

「ＪＡ農機＆資材フェスタ２０１８」
のご案内

※裏表紙もご覧ください。

10 9



JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com

グ
リ
ー
ン
レ
ー
ダ
ー
7
月
号
（
毎
月
発
行
）
　
2
0
1
8
年
6
月
20
日
発
行
　
第
4
7
0
号

発
行
／
J
A
全
農
長
野
　
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
1
1
7
7
番
地
3
　
発
行
人
／
小
林
哲
男
　
印
刷
／
P
O
印
刷
株
式
会
社
　
長
野
市
青
木
島
3
丁
目
3
番
地
3

21日土21日土7月
AM9:00～PM3:00

土土土土土土
AM9:00～PM3:00AM9:00～PM3:00AM9:00～PM3:00

長野駅
須坂
長野東IC

上
信
越
道

国
道
18
号
線

上高田北

木工団地南入口 エムウェーブ

エムウェーブ

駐車場入口（南ゲート）▲※地下駐車場をご利用ください。

屋島橋

長野東高校西

開催場所

（長野市オリンピック記念アリーナ）
エムウェーブ

どなたでも
  入場無料!!

●主　催 長野県農協生産資材事業推進協議会
●後　援 長野県・JA全農長野

 ～未来につながる
　　豊かな実りの応援団～

ＪＡから発信20日金20日金7月
AM9:00～PM4:00

2018
JA農機＆資材
フェスタ

22nd

当
日
ご
来
場
の
お
客
様
に
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！（
数
量
限
定
）

ご
来
場
者

プ
レ
ゼ
ン
ト

当
日
５
万
円
以
上
ご
成
約
の
お
客
様
に

記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

ご
成
約

プ
レ
ゼ
ン
ト

来場者来場者 5,000名以上
農業機械展示数

5,000名以上5,000名以上5,000名以上5,000名以上5,000名以上5,000名以上5,000名以上5,000名以上
農業機械展示数 2,000台以上

農業機械・生産資材メーカー

2,000台以上2,000台以上2,000台以上2,000台以上
50社以上が

エムウェーブに

50社以上50社以上50社以上50社以上50社以上50社以上50社以上50社以上50社以上
エムウェーブにエムウェーブに大集合!

ご
来
場
者

年に一度の

大集合!大集合!大集合!大集合!大集合!大集合!大集合!
年に一度の年に一度のビッグイベント!!


